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要旨








AbstractKhājeh Shams al-Dīn Muḥammad Ḥāfiẓ-i Shīrāzī, a great Iranian poet in the fourteenth century has been acclaimed and holiness by the Persian speakers all over the world. The aim of this article is to explain one of his lyric(ghazal)s which the opening phrase is:
مدازآ ناهج ود ره زا و مقشع ةدنب　مداشلد دوخ ۀتفگ زا و میوگ ىم شاف
(Ḥāfiẓ’s lyric No.317 in Qazvīnī & Ghanī version) This ghazal should be interpreted as a mystical poetry, because at the beginning of the poem, it is colored with the word of “love”, which can be one of the most important keywords of Islamic mysticism, and the poet calls himself “the bird of the sacred garden”.This ghazal is based on the rhetorical technique that produced the outstanding expressions that has been passed down for hundreds of years, while paying attention to the development and assertion of the thought of one poet named Ḥāfiẓ. Therefore, this commentary is based on many 
Ḥāfiẓ poetry annotations, research books, and papers, as well as the numerous Ḥāfiẓ’s dīvāns published so far. A whole new Japanese translation of this poetry will be presented in this paper.
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はじめに







そこで、本論攷では、クルア ンー学者として知られるホッラムシャー ヒー  (Bahā’e-ddīn Khorramshāhī) 
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言ってやるがいい。「あなたがたがもしアッラーを敬愛する (tuḥibbūna)ならば、わたしに従え。
そうすればアッラーもあなたがたを愛でられる (yuḥbibkum)。・ ・ ・ 」5)
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ムスタムリー によれば、イシュクはマハッバが段階を踏んで昇りつめ、最高潮に達したマハッバのことを指
すという解釈が成り立つ。
イシュクという語については、『ハーフェズ詩辞典 (Farhang-e ashʻār-e Ḥāϔiẓ)』にも詳述が見られ




筆は書き急ごうとも  イシュクという語を書く段になると自ら裂けてしまう 8)
イシュクは、創造の神秘、人生の醍醐味、実践的な神秘主義の源、この世のゆゆしき事柄の源、興
奮と熱情と歓喜の礎、神



















ニザ ミーー の恋愛物語詩でその頂点を極め、ペルシア文学史上に数多の恋人たち（例えばホスロ とー
シ リーー ン、シ リーー ンとファルハ ドー、ユースフとズライハー、ライラー とマジュヌー ン、アウラングとグルチ
フル）を育み、その物語を詩的誇張で語り、抒情詩という最善かつ最も簡明な詩形を用いて表現した
のであり、その最高峰がサアディー とハ フーェズである。後者の流れは、サナ イーー の叙事詩に始まり、
次いでアッター ルの叙事詩へと引き継がれ、ル ミーー の叙事詩と抒情詩がその頂点を極める。サアディー
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鳥 (ṭāyer)：ペルシア古典文学では、現代語の parandeに相当する「鳥」という一般的な総称
を、現代語で通常雌鶏のみを意味するmorghという語で表すことが多い。「草地の鳥 (morgh-e chaman)」という表現で、「小夜啼き鳥 (bolbol)」を表す場合などがそれに相当する。ペルシア神秘
主義文学では、鳥を想起させる語を用いて、「なにものにも縛られない自由人」を意図することがまま
ある。ハ フーェズより2世紀ほど前のアッター ル (ʻAṭṭār-i Nīshābūrī, Farīd al-Dīn Muḥammad, 1145?-1221/29/30)の最も名高い神秘主義叙事詩『鳥の言葉 (Manṭiq al-Ṭayr)』の「鳥」と同じ語幹か








神秘主義詩の最高峰詩人ル ミーー の壮大な神秘主義叙事詩『精神的マスナヴィー 』においても、
鷹を完全人間の象徴とした逸話がある 12)。また、光の形而上学と呼ばれる流出論的世界観を中心に
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【第三詩行】man malak būdam-o ferdows-e barīn jā-yam būd
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従来、ザマフシャリー (Abū al-Qāsim Maḥmūd ibn ʻUmar al-Zamakhsharī, 1075-1144)18)やカー
ディー ・バイダ ウーィー (Qāḍī Bayḍāwī/ Nāsir al-Dīn Abū al-Khayr ʻAbd Allāh ibn ʻUmar, ?-1286?)19)
等の名だたるタフスィー ル学者（＝クルア ンー解釈学者）の多くは、このトゥー バ とーいう語を単なる「幸
福」「至福」といった意味に捉えてきた。比類なきクルア ンー注釈書 Majmaʻ al-Bayānの著者シャイフ・
タバルスィー をはじめ、同じくクルアーン解釈書『神秘の開示 (Kashf al-Asrār wa ʻUddat al-Abrār)』
の著者マイブディー (Maybudī)、ペルシア語で書かれた最古かつ最も詳細なクルア ンー注釈書 Rawḍ 
al-Jinnān wa Rūḥ al-Jannānの著者アブ ・ーアル・フトゥー フ・ラーズィー (Abū al-Futūḥ-i Rāzī/Jamāl al-Dīn Ḥusayn b.ʻAlī b.Muḥammad, 1087-1157)らは、この意見に同意しつつも、「トゥー バーは天国
にある奇跡の巨木」とする他者の見解にも理解を示す。ホッラムシャ ヒーー は、マイブディー のアラビア







の城壁の向こう側からも見える。・ ・ ・ また別のハディー ス学者によれば、天国には、いかなる
場所も建物も区画も、その樹の枝以外の枝が頭上にあることはなかった。楽園の住人たち
がその樹の果実を欲しがると、枝がかがんで果実を収穫しやすくしてくれるのである。・ ・ ・ ま
た別の学者が言うには、元来は預言者の館にある樹で、天国におけるいかなる館や庵や
あずまやも、その樹の枝が頭上にないことなどなかった。 ・ ・ ・ その樹の根は 2 つの泉から生
えており、1つは樟脳、もう1つは天国の泉である。スンニー派のクルア ンーの語り部ムカーティ

































フトゥー フ・ラー ズィー の次の記述もここに引用しておきたい。
泉は、預言者の泉であり、それを注ぐのは信徒の長アリーである29)。
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似ている。多くの数字が １ に依存しているというのに、１ という存在は多くの数字には依存
していないのだ。まさに、１ は他の数字を生み出すが、他の数字は １ を生み出さない。・ ・ ・ 








アブドゥル・ラッザ クー・カー シャー ニー (ʻAbd al-Razzāq Kāshānī, d.1329)は、『神秘主義用語辞典(Iṣṭilāḥāt al-Ṣūϔiah)』の中で、次のように記している。
アリフは神の唯一性という本質を表しているため、神は太初に最初に存在したのであって、神
が存在しなかった時などなかったのである 34)。












今のそなたから真のそなた （神に到達する魂） まではアリフほどの（僅かな）隔たりあるのみ 38)
太初からあって永遠に解らない秘密はまさにこれぞ、ご覧あれ 39)
第五詩行の解釈としては、最古のハ フーェズ注釈書 Laṭīfah-yi ghaybīの解説が、筆者が最初に感
じた内容と感覚的にかなり近いため、ここに紹介しておきたい。
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【第六詩行】kowkab-ē bakht-e marā hīch monajjem nashnākhtyā rab az mādar-e gītī be che ṭāleʻ zādam
いかなる占星術師もわが運命の星を識らない
神よ、私はいかなる運命の下に現世という母から生まれたか
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【第九詩行】pāk(o) kon chehre-ye Ḥāfeẓ be sar-ē zolf(o) ze ʼashkvarna ʼīn seyl-e damādam bebarad bonyād-am
巻毛の先でハ フーェズの顔から涙を拭え
さもないとこの洪水は刻一刻とわが土台を崩す














































東京外国語大学論集 第 100 号（2020）
















の悲哀を、ハ フーェズが切 と々謳い上げた作品であることが明白に認識された 49)。







関しては古典的な表記を採用し、 それ以後のものに関してはモイー ンの 『ペルシア語辞典』 に記載がある場合にはそ
れを、 ない場合には一般に研究者の間で慣用とされている表記を用いた。 したがって、 例えば現代の研究者の氏
名や文献タイトルに関しては、 現代ペルシア語の発音に近いと筆者が判断する表記となっている。 ただし、 ハ フーェ
ズの抒情詩の転写については、 現代ペルシア語の発音に近い、 韻律分析を施した表記を採用した。
1) 本抒情詩はラマル韻律(fāʻelāton/faʻelāton/faʻelāton/faʻlon)。2) [Nır̄ū 1395/2016, 538.]3) [Khorramshāhı ̄1371/1992:1167.]4) 『クルアーン』、5（食卓）章54節。5) 同上、3（イムラーン家）章31節。
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6) 同上、2（雌牛）章165節。7) [Mustamlı ̄Bukhārı ̄1366/1987:1387-1389.]8) [Mowlawı;̄ Nicholson vol.1, 9.]9) [Rajā’ı ̄n.d.:547.]10) [Khorramshāhı ̄1371/1992:1167.]11) [Ibid. 1168-86.]12) [Mawlānā; Nicholson Book II, “The falcon amongst the owls”.]13) [Pūrnāmdāriyān 68-67 2012/1391.]14) 抒情詩37の注解は、佐々木「ハーフェズ詩注解(7)」を参照のこと。15) [Khorramshāhı ̄1371/1992:457.]16) アンヴァリー(1116頃-87)、キャマール・ウッディーン・イスマーイール(1172-1237)、イラーキー(1211-89)、アウハディー(1271-1338)、サルマーン・サーヴォチー(1309-76)といった詩人たちの作品に
見られる。17) 『クルアーン』、13（雷電）章29節。18) ペルシア系出身の高名な啓典解釈学者。アラビア語による『修辞学の基礎』等の著者でもある。19) シーラーズで法官（カーディー）を務めた学者。タフスィール学、法学、神学、文法学等の著作がある。20) [Abū al-Futūḥ-i Rāzı,̄ vol.6, 487.]21) [プールナームダーリヤーン; 佐々木 2019:13-15.]22) [Khorramshāhı ̄1371/1992:926.] 23) 『クルアーン』、108（潤沢）章3節。24) [Zamakhsharı ̄n.d.:Tafsır̄-e sūre-ye kowsar.]25) [Fakhr Rāzı ̄n.d.:Tafsır̄-e sūre-ye kowsar.]26) 第2代カリフ、ウマルの異名。27) [Maybudı,̄ vol.10, 640.]　28) ハーフェズがシーア派に好意的であったとする記述とその詩句の例は、 [Khorramshāhı ̄1371/1992:346-347.] を参照のこと。29) [Abū al-Futūḥ, vol.12, 188.]30) [Khorramshāhı ̄1371/1992:926.]31) 日本でも、ものごとを順番に記す際、「１，２，３，・ ・ ・」という数字の代わりに「あ、い、う、・ ・ ・」
と付すことがあるように、ペルシア語のアルファベットを用いて順序を表すことがある。アリフはアル
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36) 「ラーの形」とはアルファベットのラームとアリフを組み合わせた لا という形。この形状が口を開けた
鯨のように、すべてを自らの中に飲み込んでしまい、神のみが残る様子に擬え、神秘主義道において神
以外のすべてを否定するnafıの̄階梯に到達した神秘主義修行者の心的境地をも表す、イルファーンにおけ
る美しい喩えといえる。37) 「イッラーの形」とはアリフ＋ラーム＋アリフで表される لاا という形。 nafıの̄後の段階である、神のみ
が存在するという「確信 (ithbāṭ) 」の階梯を表す。38) この詩行のアリフは、神と人間の魂とを隔てる「帳」をさす。39) [Bākharzı ̄1345/1966:vol.2, 249.] ムスリムの信仰告白の一部でもある「神以外に神なし」という句は、「
ラー・イラーハ・イッラー・アッラー」であり、「神」を表す「イラ―ハ」と「アッラー」以外の2語
が、この四行詩に詠われている「ラー」と「イッラー」である。40) ダールはペルシア語のアルファベット第10文字で  دという形。41) ベ、テ、セは各々ペルシア語のアルファベット第2、第4、第5文字で、順に ب ،ت ،ث。42) [al-Dārābı ̄1357/1978:71.]43) [Khorramshāhı ̄1371/1992:353-354.]44) Dā’erat al-maʻāref-e fārsī.45) この半句については、gar khorad khūn-e del-am mardomak-e dıd̄e ravāst （瞳が私の心の血を喰らうな
ら、それもよかろう）という説もある。大半の版では不採用であるものの、ペジュマーン・バフティヤ
ーリー同様、こちらのほうがより適当であると筆者には思える。46) [Haravı ̄1369/1990:1314.]47) 愛する美女の長い髪の毛先は、ハーフェズの次の詩句にも詠われているように、ハーフェズに優しく触
れ、まるで愛撫するが如しという特徴もある。
  若かりし頃は美女の巻毛の先がこの手中にあったハーフェズ
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